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短大生における献立作成能力と食行動や意識の現状
－給食管理実習の前段階において－
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The situation of the menu planning ability with food action
and food consciousness in junior college students
－Before food service management practice－
Yoriko UMEHARA，Isuzu MAEZAWA，Aya MIURA and Mineko FUKUNAGA
We investigated situation of the menu planning ability with food action and food
consciousness in junior college students. This investigation was conducted before food
service management practice.
A result is shown below.
１）The student's menu is the tendency for an amount of energy to be higher than a
standard.
２）Japanese food has a low amount of energy compared with Chinese food and European
food.
３）Although students liked cooking and eating, the students were not careful about meal
balance.











































調査時期：平成 23 年 10 月中３週間内で献立作成、調理を行った。













































献立パターン別献立数を図１に示した。114 献立のなかでＡパターンが 71 献立と 62％を占
































670kcal を中心として 140kcal ごとにエネ
ルギー量の分布を図３に示した。600～739
kcal の献立数が 41 献立と最も多く、次いで 740～879kcal の 38 献立（33.3％）であった。670kal
























































































































































































































































































































いえるが、西洋料理については半数に満たず、B パターンや C パターンなどの複合料理におけ
る学習の必要性を認めた。
学生にとって料理として食べることのできる献立とは、平均エネルギー量が基準値よりも
100kcal ほど高く、半数以上が基準量を超えていたことから、エネルギー量が高くなってしま
う傾向であることがわかり、１年生後期の段階での献立作成能力は未熟であるといえる。料理
様式別のエネルギー量は、日本料理が最も低く、基準値に近かったことから、基本の献立パタ
ーンやエネルギー量を整える面から、学生にとっての献立作成は日本料理が最も容易であると
いえる。
学生の献立は、適正エネルギーの範囲内にあった献立が114献立中41献立で半数にも満たな
かった。さらに、日本料理、西洋料理、中国料理の３献立とも適正エネルギーの範囲内であっ
た学生は３名（7.9％）と少なかったことから、基本の献立パターンを揃えることでエネルギー
量を適正範囲内に収めることは難しいことがわかった。
さらに、ＰＦＣエネルギーバランスでは、平均でのバランスはとれていたものの、西洋料理
については脂質エネルギー比率が適正比率の 30％を越え、高くなる傾向を示した。主食がパン
の場合は脂質エネルギー比率が 30％以上の献立が有意に多いとの報告５）もあり、西洋料理で
のパン使用率が１／３以上（34.2％）を占めたことが影響を受けたと考えられる。また、パス
タの使用率も 23.7％と他の料理様式に比べて多く、脂質エネルギー比率が 30％を超えた要因
ではないかと考えられ、西洋料理の献立作成には献立パターンを含め留意する必要がある。
献立作成に関連する行動・意識についての自己評価から、本学の食物栄養学専攻学生は料理
が好きで、食べることも好きだが、献立作成の作業は苦手で、食事バランスへの意識や配慮が
低いという学生像が認められ、献立作成を困難だと捉えていることがわかり、得意だと思うこ
とができる経験の積み重ねが必要であると感じた。
献立作成能力が高い学生の行動や意識は、エネルギーと PFC エネルギーバランスの両者に
おいて料理をすることが好きだという項目の得点が高かったことから、料理が好きであること
は献立作成能力の高さと結びつく要因であることが推察できた。しかし、主食、主菜、副菜を
整えて食事をしている、多種類の食品を組み合わせて食べているという項目では自己評価が低
かったことから、料理が好きで献立作成もできるが食事のバランスをとる行動には至っていな
いことがわかった。西村
３）
は、食事のバランスに気を配っているものは、献立作成に対しても
意欲的に取り組み、得意であると感じていると報告しているが、本学の学生の傾向は、献立作
成能力の高いことが食事のバランスをとっていることには繋がらなかった。この理由として考
えられるのは、食事のバランスをとろうという意識が高いがゆえに自己評価が低いこと、また、
普段の調理担当者はほとんどが母親であり、自分で食事の内容を選択することができない結果
だと考えられる。献立作成能力が高く、学習や情報収集に意欲的に取り組んでいる学生であっ
ても、バランスのとれた食事を実践するには至っていないことが確認できた。
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おわりに
以上のことより、学生の献立作成能力は未熟であり、献立の修正が必要であった。また、学
生が料理として食べることのできる献立から、普段食べている料理は複合料理が多いと推察で
きた。献立作成の条件として、基本の献立パターンを揃えているにも関わらずエネルギー量が
高くなったことは、普段食べている料理は品数を揃えて食べていないためにおかず１品の量が
多いのではないかと考えられる。この普段食べている料理とバランスのとれた料理のギャップ
を埋めるためには、基本の献立パターンを揃えたときの料理１品の量を把握する力を育てる必
要性を感じた。
献立作成に関連する行動・意識からは、料理が好きであることが献立作成能力を高くするポ
イントであることがわかり、調理学実習などの授業時間だけでなく、家庭でも調理担当者とな
って普段から料理をすることで、家族から感謝される喜びを知ることが料理を好きになる要因
ではないかと考える。その料理の際には１品の重量を把握する力を育てるために食品や料理を
計量することも必要である。
給食管理実習は 100 食以上の給食を実施する段階であり、それ以前に献立作成技術の修得が
必要である。今後は、料理１品の食品重量を学習するプログラム内容を検討し、１年生の段階
で取り入れていきたい。また、学生が料理を好きになる要因を探り、献立作成能力の向上のた
めに役立てたい。
要約
本学食物栄養学専攻１年生が給食管理実習に入る前にたてた献立と、献立作成に関連する行
動・意識についてのアンケートから、学生の献立作成能力について検討を行った。結果を以下
に示す。
１）学生の献立はエネルギー量が基準量よりも高くなる傾向であった。
２）日本料理は西洋料理と中国料理に比べてエネルギー量が低かった。
３）学生は料理や食べることは好きであるが、食事バランスには気を配っていなかった。
４）献立作成能力を向上させるポイントは料理を好きになることであった。
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